
地域密着型金融の取組事例（平成 27年度） 

農山漁村等地域の活性化のための融資をはじめとする支援 

タイトル ＪＡ営農支援資金の創設 ＪＡ名 広島県信連 （広島県） 

１ 動機 

（経緯） 

 これまで取扱いのあった農業資金は、使いみちが限定されていること、融資金

額上限が小さいことから、利便性を向上させるため、使いみち等を拡充させた本

資金を創設しました。 

２ 概要 平成27年 10月1日から県内13ＪＡが統一的に取扱う資金として創設しました。

営農類型を問わず、農業経営に必要な資金に幅広く利用できる資金であり、農業

機械の購入、設備の建設、また 6 次産業化の資金にも利用できます。上限年齢制

限は設けておらず、ＪＡ組合員である農業者であれば、個人等は最大 1,800 万円

まで、法人は最大 3,600万円までお借入れいただけます。 

３ 成果 

（効果） 

 平成 28年 3月末までの実行件数は 104件、実行金額は 206百万円となっており、

ＪＡで取扱う農業資金の主力商品となっております。 

４ 今後の

予定（課題） 

 引き続き、組合員の農業経営をサポートすべく、適切な資金融通を行っていき

ます。 

【資金の概要（主な融資条件等）】 

対象者 ＪＡ組合員である農業者（個人・法人等） 

借入金額 個人等最大 1,800万円 

法人最大 3,600 万円 

借入期間 最長 15年以内（運転資金は 5年以内） 

資金使途 農業経営に必要な資金 

保証 保証機関による保証を付保 

保証人・担保 審査結果により判断 

その他 ・金利負担軽減制度（ＪＡバンク（広島）

利子補給制度）対象資金

・保証料負担軽減制度（ＪＡ農業資金保

証料助成制度）対象資金


